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The aim of this study is to determine material characteristics by means of loading and unloading with
an ultramiero hardness tester with a small ball indfenter.At this time we use the ultramicro
tester that had been developed and we comparethe teat results of some of material(Carbo»$teei(
Stainless stealand Aluminum AUoy)rthe reaulta of the analyssation of the data.and the numerical result*
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1義　緒雷

近年の薄膜技術や微細技術の進歩はめざましく、それに

伴い材料試験も超微小領域に対応したものが必要となっ

ている。本研究は、球庄子によるサブミクロンオーダーに

至る押込み硬さ試験により材料の機械的特性値の測定を

目的としている。本報では前報りまでに開発した試験機を

用いて、庄子球直径0．5mmの囁合の金属に対する試験結

果、データ処理、それらから求めた縦弾牲係数（ヤング率）

の測定結果を、庄子球直径1，5mmの場合と比較した。

鼓1保持異相き球庄子による壷賞のヤング率算出式

保持貝付き球庄子を金属試験削こ押し込み、次いで除荷

するまでの－一連の接触状態をモデル的に示すとFig．1のよ
うになる。

甘i臨H感触蒼盈認鍾ヨは毅恕ぼ蕗畠由雄

この時の保持異部の弾性変形塵古uは、庄子球受け蔀Ou

近鱒の変形豊吉ul司汁び鰯と保持軸部の弾性変形慶ぼ摘と
の和で表せる。

∂u可Ct・エヱ／3＋Cコ・エ　　　　　　　　……（1）

ここで、Lは押込み荷重、CいC2は定数である。

この∂uを考慮することにより、保持異相球庄子による

金属試験片のヤング率軋の算出式は、次のようになる。

摘湖蟹蒔牽唇
……（2）

ここで、

Es：金属のヤング率，　〟s：金蔵抑）ポアソン比

El：圧手械のヤング率，〟王：は√球仇）ポアソン比

Ⅰ（E）：旺羊球の弾性パラメータ（ニ（卜よりり／El）
D：圧子球の直径．l－M：揖大押込み荷耶

勘舶讃巌；保持鼎鮒よ磯崎一卜防弾込み鹿、鞄荷豊

3．来戦

乱1♯　楽螢装置

本柑の実験で用いた横型超微小唖さ．試娘機の側面図を

Fig．2に示す。
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く1 に れまで に開発した横型超微小硬さ試験梼を用い て

従来の 1 , 5 m m 球Ef 子保持具に加え. 新たに製作

した0 . 5 m m 球庄子保持具を用い て試旗を行 っ たd

く2 挿 試験 鰍引こ製作した球庄子保喪具部の弾性変形丘
と庄子荷立との 関係に関しては , 前持と同様 に高力

黄銅試演片 へ の押込み試験 による実験結果を用い て

L
.u . S 空.5 N の 範囲内で求めたo

く3J3 親類の金,q t
I

ア ルミ合金, ス テ ン レ ス , 炭素鋼J

に対して, 3 段階の設定荷 重における試演を行い ヤ

ン グ率を算出したところ, それらの平均値蛙 l , 5

iTl m 球藍子の堀合と同様 に, ひすみゲ
- ジ によ っ て

求めた値とかなり良い - 一

敦を示した .

本研究を道庁するに当た りこ塩力い ただ い た四年望 v
J7I.

清 孝毒
- - EG 君 , 吉 .

.り裕痛苦に悪託 与し上げ壬e

く事考文献ン

1 満 配 吉相, 池 こ秋 6 講演論文集ぐ9 8 .8 - 2 1 秋E71p T
一
- 8

-.- 76 -




